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【公開番号】特開2019-65918(P2019-65918A)
【公開日】平成31年4月25日(2019.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2019-016
【出願番号】特願2017-190217(P2017-190217)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｌ  33/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｌ   33/00     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】令和2年8月21日(2020.8.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　移動する前の移動片１２０が図８で説明した位置に配されることにより、複数の係合部
１１４の先端が山部Ｍ１を通過させて谷部Ｖ２に至るまでの間に、移動片１２０が複数の
案内部１１６から離れる位置に移動することができる。このため、複数の係合部１１４お
よびシール部材１４０によるコルゲート管２００の接続が同期して実現される。したがっ
て、コルゲート管２００が内孔１０３に挿入されても、移動片１２０が複数の案内部１１
６から離れないことでシール部材１４０がコルゲート管２００の谷部に入り込めず複数の
係合部１１４がコルゲート管２００の谷部に係り合うことのみによってコルゲート管２０
０が接続される状態、もしくは、コルゲート管２００が内孔１０３に挿入されても、複数
の係合部１１４がコルゲート管２００の谷部に係り合えず移動片１２０が複数の案内部１
１６から離れることでシール部材１４０がコルゲート管２００の谷部に入り込むことのみ
によってコルゲート管２００が接続される状態、となることを防止できる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　　１０，１０ａ，１０ｂ…管継手
　　１００，１００ａ…継手本体
　　１０２，１０４…溝部
　　１０３…内孔
　　１０５…突出部分
　　１０７…雄ネジ部
　　１１０…保持部材
　　１１２…環状部
　　１１４…係合部
　　１１６，１１６ｂ…案内部
　　１１７…第１突出部
　　１１９，１１９ｂ…第２突出部
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　　１２０，１２０ａ…移動片
　　１３０…弾性部材
　　１３３…ストッパー
　　１３５…耐火パッキン
　　１４０…シール部材
　　１４２…突出部分
　　１５０…押ナット
　　１５２…溝部
　　１６０…ストップリング
　　１７０…水密Ｏリング
　　１８０…選択透過性部材
　　１９０…水密パッキン
　　１９５…インジケータ
　　２００…コルゲート管
　　２１０…管状部材
　　２２０…樹脂層
　　ＨＰ…距離
　　Ｍ１…山部
　　Ｖ１，Ｖ２…谷部
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